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分 列 行 進 の 様 子

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達

精
績
章
大
橋
勝
文

○
全
国
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達

優
良
章
吉
田
英
之

○
岐
阜
県
知
事
表
彰
伝
達

特
別
功
労
章
三
和

��夫

永
年
勤
続
功
労
章

青
木
之
久
、
赤
尾
良
治

勤
続
功
労
章

大
橋
龍
一
、
光
野
昌
樹

功
労
章
髙
木
秀
和
、
藤
井
光
二
、

山
田
邦
彦
、
安
部
良
一
、
伊
藤
健

治
、
加
藤
聖
基
、
鈴
木
竜
二
、
中

井
一
輝

消
防
団
員
優
秀
家
族
賞

古
川
文
月
、
鈴
木
美
代
子
、
王
雪
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○
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達

勤
続
功
労
章
大
橋
勝
文

勤
労
章
大
橋
龍
一
、
中
野
威
、
大

橋
力
雄
、
西
脇
正
也
、
柴
田
鉄
博
、

木
村
裕
徳
、
高
木
多
岐
彦
、
棚
橋

宏
昭

功
績
章
所
誠
、
吉
田
卓
弘
、
西
脇

史
浩
、
松
永
清
矢
、
松
岡
正
登
、

杉
野
雄
一
、
佐
藤
栄
作
、
岡
田
英

臣
、
水
谷
昌
央
、
久
保
山
和
弘
、

西
脇
敬
祐
、
中
井
一
輝

○
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議

会
長
表
彰
伝
達

優
良
章
十
河
か
お
り
、
澁
谷
里
恵

○
養
老
郡
消
防
協
会
長
表
彰

松
山
将
志
、
坂
本
竜
太
、
長
江
正

道
、
久
保
田
明
次
、
川
瀬
稜
、
菱

田
文
利
、
川
島
和
幸
、
若
山
紘
尉
、

田
中
貴
史
、
佐
藤
秀
紀
、
藤
塚
太

一
朗
、
髙
木
浩
喜
、
寺
倉
智
哉
、

寺
倉
重
芳
、

野
佑
樹
、
松
永
良

太
、
佐
藤
真
雪
、
田
中
雅
哲
、
松

永
卓
也
、
安
藤
功
次
、
廣
澤
克
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、

田
中
憲
一
、
前
川
貴
志
、
近
藤
佑

磨
、
佐
竹
博
好
、
青
山
健
、
﨑
田

吉
範
、
村
上
健
一
、
中
野
俊
哉
、

川
地
渉

○
養
老
町
長
表
彰

特
別
表
彰

服
部
利
行
、
伊
藤
将
史
、
田
端
亮
、

日
比
悠
介
、
古
市
丈
、
川
瀬
孝
則

優
秀
家
族
表
彰

服
部
百
合
、
伊
藤
美
由
希
、
田
端

昌
博
、
日
比
秀
司
、
古
市
弓
子
、

川
瀬
孝
司

功
労
章

佐
竹
孝
弘
、
古
川
真
啓
、
山
田
邦
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、
安
部
良
一
、
田
中
崇
博
、
加

藤
聖
基
、
伊
藤
健
治
、
鈴
木
竜
二

感
謝
状

株
式
会
社
マ
ル
ミ

株
式
会
社
齋
藤
容
器

年
間
優
秀
賞
第
１
分
団

○
養
老
町
消
防
団
長
表
彰

勤
労
章
髙
木
秀
和
、
藤
井
光
二
、

藤
田
政
紀
、
七
里
尚
悟
、
髙
木
和

志
、
中
佐
健
一
、
田
中
貴
史
、
児

玉
真
和
、
池
田
淳
一
、
小
野
知
成
、

安
田
真
樹
、
水
野
秀
明

功
績
章
日
比
悠
介
、
小
川
繁
之
、

小
野
高
広
、
桐
山
立
法
、
伊
藤
寛

也
、
古
川
善
基
、
髙
木
隆
大
、
石

澤
拓
也
、
田
中
昭
弘
、
大
橋
龍
治
、

田
端
亮
、
川
瀬
孝
則
、
伊
藤
将
希
、

岸
田
諒
介
、
堀
田
悠
介
、
田
中
将

也
、
日
比
和
也
、
松
永
健
太
、
水

谷
裕
樹
、
小
林
大
祐
、
河
合
定
成
、

達
冨
和
彌
、
山
口
俊
介
、
前
田
哲

男
、
杉
野
貴
之
、
七
里
和
樹
、
田

中
悠
太
、
大
橋
浩
二
、
西
脇
正
人
、

西
脇
健
太
郎
、
川
岸
卓
、
田
中
貴

則
、
西
脇
悠
耶
、
佐
々
豊
、
古
橋

和
季
、
大
橋
亮
平
、
古
川
英
一
、

佐
竹
達
也
、
川
瀬
将
嗣
、

��田
大

輔
、
大
久
保
充
裕
、
小
林
淳
、
黒

田
雄
、
大
塚
祐
市
、
青
木
康
行
、

川
地
重
利

表 彰 状 授 与 の 様 子

受
賞
者
【
敬
称
略
】

令
和

２
年

養
老

町
消
防
出
初
式

１
月

12日
（
日
）
、
令
和
２
年
「
養
老
町
消
防
出
初
式
」
が
町
中
央
公
民
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
行
わ
れ
、
町
内
の
消
防
団

員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
國
島
英
樹
西
濃
県
事
務
所
長
ら
来
賓
な
ど
関
係
者
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
大
橋
孝
町
長
か
ら「
今
後
も
養
老
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
激
励
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
、
表
彰
式
で
は
長
年
消
防
活
動
に
従
事
し
た
人
に
各
団
体
か
ら
の
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
に
合
わ
せ
て
「
分
列
行
進
」
や
「
一
斉
放
水
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
に
「
鳶
は
し
ご
登
り
」
が
披
露
さ
れ
、

参
加
し
た
消
防
団
員
ら
は
、
安
心
安
全
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。


